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民法における成年年齢の引き下げが、来年春にせまって来ました。コ

ロナ禍によって、学生の通常の授業にも影響が出ている昨今、若者

への消費者被害への注意喚起はどうしても限定的となるでしょう。 

しかし、社会経験の少ない若者に高額な商品を売りつける等の悪質

な商法は昔からなくなりません。最近はＳＮＳを利用した巧妙な勧誘も

あり、学生であっても親の眼の届かないところで契約をしてしまう恐れも

あります。若者の消費者被害を防ぐため、少しずつでも、注意喚起を

していきたいです。 

  

いよいよ来年４月から、成年年

齢が引き下げられるね。 

そうだね。「成人」は今までの

２０才から１８才以上に引き下

げられるね。 

これで、１８才からお酒も煙草もＯＫ

ってこと？ 

民法は、人と人の契約などのルー

ルを定めている法律。未成年者は

親の同意なく行った契約は原則取

り消せるんだ。これが２０才未満

から１８才未満になるというのが

一番大きな特徴といえる。 

じゃあ、１８才で何か契約をして

も取り消せなくなるってこと？ス

マホ買ったりとか。 

じゃあ、慎重に判断しなくちゃ

いけないんだね。 

そう、来年４月１日以降の契約

で、そのときに１８才以上の人は

「未成年で、親の同意がないか

ら」という理由では取り消せなく

なる。もう未成年ではないので。 

法律ごとに年齢が変わるのっ

て、なんだかややこしいね。 

じゃあ、今回は何が変わるの？ 

  

  

  

  

成年年齢引き下げ 

2022年 4 月 1日施行 

  

 

いやいや、今回変わる法律は

「民法」の成年年齢だから、若

者の健康に留意した法律は変わ

らず、お酒も煙草もこれまでど

おり２０才からでなければ摂取

できないよ。 
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そうだね。若者をターゲットに

したマルチ商法等は、これまで

２０才以上の人を対象に勧誘を

してきたけれど、これが１８才

以上になる。悪質な勧誘には注

意が必要になるね。 

１８才だと、大学や専門学校では

１年生ということが多いから、先

輩に誘われたら断りにくいとい

うのもあるね。 

そうだね。これまで若者を中

心に被害が拡大したものとし

て、「サラ金でカードをつく

ってきたら数万円バックす

る」とか、「就職に有利なノ

ウハウを収めたＵＳＢを何十

万もの金額で買い、人を紹介

するとバックがもらえる」な

どがあった。いずれも、多く

の人が若くして借金を背負っ

てしまう結果になったよ。 

そういえば、消費者契約法も若者

対策で変わったのだっけ。 

うん、民法は全ての契約に原則適

用されるのだけど、消費者契約法

は、事業者と消費者間の契約を、

情報の量や質、交渉力の格差を是

正するための法律で、今般成年年

齢引き下げからも発生した議論に

よって、法改正が平成３０年にさ

れたね。 

そうか、これからはもう１８才で

カードで借金したりできるように

なってしまうのか。 

悪質商法からの勧誘はもちろ

ん、そうした自己管理が必要な

クレジットカードの使い方にも

注意が必要だね。 

消費者契約法では、どんな契約が取

り消せるようになったの？ 

勧誘する事業者が恋愛感情を利

用して断りにくい状況をつくる

「デート商法」や、将来の不安

をあおって契約させる「就職セ

ミナー商法」などの類型のとき

に、契約を取消すことができる

ようになったよ。 

なるほど、そうした商法は、確

かに社会に出る前の若者が狙わ

れそうだ。 

法の整備はあっても、一度契約

をしてしまうと取消してお金を

返してもらうためには、相手に

よっては苦労することもあるか

ら、不本意な契約をしないよう

にすることが大事だよ。 

ネット社会に応じた消費者教

育が重要になってくるね。 

  

  

  

 

そうなんだよ。１８才だと進学や

就職で忙しいけれど、少しずつで

も伝えていかないとね。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 


